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一般会計予算（本格予算）が決定
　今年度の一般会計当初予算は、市長選挙を控えていたことからいわゆる骨格予算として編成してい
ました。そのため、今回の補正予算には、宇陀市の将来を見据え、必要と考えられる政策的経費や新
規事業を盛り込み、肉付け補正予算として計上しました。
　今回の補正予算によって、歳入歳出それぞれ 1,198,154 千円を追加し、補正後の今年度の歳入歳出
予算総額はそれぞれ 21,704,687 千円となりました。
　骨格予算（当初予算）および肉付け予算（６月補正予算）のうち、事業の一部をご紹介します。

骨格予算として計上していた事業の一部

DX推進（書かないワンストップ窓口）

主に市民の方による行政手続きの申請時
に手続きを効率化や簡略化できるよう、
電子ツール等の導入を行います。

エストニア企業等と連携した人材育成
自動運転配送ロボット企業の誘致に向
けて、技術者養成のアカデミー設立に
向けた検討、調整のためのプレスクール
（短期留学）を実施。また、市民が参加
するモニタリングを実施します。

伊勢本街道の魅力創出（観光誘致促進事業）
伊勢本街道を活かしたオンリーワンの
魅力を創出していくため、魅力創造の
ための検討業務、散策道の整備や各施
設の整備等を行います。

地元企業人材育成支援事業
市内企業の在職者を対象とし、仕事に
役立つ国家資格の取得に要する経費の
一部を助成することにより、市内企業
を支援します。

小・中学校特別教室エアコン設置
エアコン未設置の特別教室（１小学校・
４中学校）にエアコンを設置し、児童生
徒の学習環境の改善を行います。

エストニアとの交流による教育のまちづくり
アントレプレナーシップを育む教育の
まち宇陀市独自の環境づくりを目指し、
エストニアへの子どもたちの短期留学
を行うとともに、市内でのプログラム
および研修会を実施します。

電気自動車普及促進補助
電気自動車等への転換を促すため、購
入者へ地域商品券を交付します。

地域の移動支援実証運行
全世代が住み続けられる持続可能なまち
の実現に向け、榛原天満台団地等におけ
る自動運転およびグリーンスローモビリ
ティの実証運行を実施します。

幼稚園、保育園、こども園、小・中学校
の給食費無償化事業
子育て世帯の経済的負担の軽減を目的
に、市内の幼稚園、保育園、こども園、
小・中学校の給食費を無償化します。

公共施設マネジメント推進事業
公共施設マネジメントの推進を図り、
公共施設の集約・複合化、未利用資産
の売却・貸付により持続可能な財政運
営を確立します。

インバウンド促進のための
伝統芸能体験事業
当市が誇る日本遺産「室生寺」を中心に、
これまでにない特別な体験の提供等に
よるインバウンド需要を創出します。

空き家・空き店舗改修補助
市内の空き家・空き店舗等で、新たに
事業を行う場合で地域の活性化・にぎ
わいの創出に寄与する取り組みを行う
方に対し、事業費の一部を補助するこ
とで、市外からの定住促進や地域経済
の活性化を図ります。
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　千円

34,945
　  千円
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肉付け予算として今回計上した主な事業

地域包括ケアシステムの推進
介護が必要になっても、できる限
り自分らしく住み慣れた自宅や地
域で安心して暮らし続けることが
できるよう地域包括ケアシステム
を推進します。

69,309
　 千円

榛原こども園等整備
榛原北保育園・榛原幼稚園・榛原東
幼稚園の統合園舎整備について、保
護者や園児、関係者のニーズに応じ
た施設、園児の健やかな育ちと成長
が促せる施設、宇陀市の特色を活か
した施設を整備します。

578,205
　   千円

がん予防対策の推進
がんに関する知識の普及・啓発、が
ん検診を受けやすい体制づくり、個
別の受診勧奨・再勧奨等を行うこと
により、がん検診の受診率向上を図
り、がんによる死亡率を減少させる
ことを目的とします。

43,471
　 千円

中山間地域等直接支払交付金事業
中山間地域等において、適切な農業
生産活動が継続的に行われるよう、
農業の生産条件に関する不利を補正
する支援を行い、多面的機能の確保
を行います。

41,195
　 千円

森林環境譲与税推進事業
森林環境譲与税を財源として、間
伐や路網の森林整備、森林の整備
を担う人材の育成や確保、森林の
有する公益的機能に関する普及啓
発、また木材利用の促進を図りま
す。

64,189
　 千円

地域商社の運営業務
地域商社業務とふるさと納税業務を
一体的に地域商社で実施することに
より、ふるさと納税業務と宇陀ブラ
ンドの広報やＰＲ・宇陀ブランド商
品の造成および販路拡大を円滑かつ
効果的に行い、その相乗効果が得ら
れるよう事業を進めます。

33,722
　 千円

学校教育における学習意欲の増進
外国語指導助手（ALT）の派遣やオ
ンライン英会話の実施、教育相談お
よび不登校児童生徒支援教室や通級
指導教室の開室、スクールカウンセ
ラーとスクールソーシャルワーカー
を設置するなどして、学習意欲を増
進させるとともに取り残さない教育
を推進します。

61,027
　 千円

中学校部活動地域移行
休日（土曜日・日曜日・祝日）に
おいての中学校部活動に代わる、
スポーツ活動および文化活動の機
会を確保する体制を整えます。今
年度は、３種目を実征事業として
試行を予定しています。

1,705 
　千円ハザードマップ更新業務

水害リスク情報の空白地帯の解消と被害
の軽減や防止対策として更新を行いま
す。

消防車両購入（消防団）
市民の生命、身体、財産を守るという消
防団の責任を果たすため消防車両の更新
を行い、消防団活動の充実強化を図りま
す。

6,926
　千円

13,253
　 千円
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面積は？　45,340㎢
　　　　　（九州・沖縄地方とほぼ同じ）
人口は？　約 136.5 万人
　　　　　（奈良県全体とほぼ同じ）
言語は？　エストニア語（第 2 言語は英語）
日本との時差は？
　サマータイム時は日本が 6 時間進んでいる
　　　                　　　　※外務省 HP 基礎情報より

・エストニアでは、教育が重要な政策に位置づけ
られておりアントレプレナーシップ教育の先進
地と言われ、IT 教育が充実されている。

・1991 年に旧ソビエト連邦からの独立回復から
約 30 年。比較的若い国でありながらも、今や
世界中の外国人起業家を引きつけてやまないス
タートアップの集積地にまで成長した。

・エストニアでは、99％のサービスはオンライ
ンでできるなど、最先端の IT 国家であり、人口
当たりのスタートアップ企業数が EU1 位と起業
が盛んな国。
　ユニコーン企業の「Skype」、世界最大級オ
ンラインゲームプラットフォーム「Playtech」、
世界的な配車アプリ「Bolt」などがその代表。

CLEVON （クレボン） はどんな企業？

・エストニアの自律走行配送ロボを開発する企業

・欧州で初めて公道での無人車両走行ライセンス
を取得。カメラ・レーダーによる無人走行を行い、
食料品から大型家電、農作物まで様々な商品等
の配送に対応している。

・米国テキサス州ダラスに研究拠点と米国本社を
設立するなど、市場拡大を目指している。

エストニア共和国ってどんな国？
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現在、全国のどの市区町村も地域課題の解決に
取り組んでいます。時代が大きく変わる中で、
同じような取り組みを、同じようなスピード感
で進めていては、宇陀市は埋もれてしまいます。

エストニアの早い成長には、独自の教育推進体
制があり、その「学び」に宇陀市の課題解決の
糸口があると考えています。

この連携による学び・人材育成を軸に、「宇陀
だからできる学び」「宇陀でしかできない学び」
を実現することで、宇陀で子どもを育てたいと
思っていただけるまちづくりをがんばります。
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ク
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ク
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憧
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宇陀 エストニア プロジェクト

首都タリンの旧市街地は、ス
タジオジブリ映画「魔女の宅
急便」の舞台となった都市の
1 つと言われているんだ！

全国に先駆けた宇陀の学びを！

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
公
民
連
携
と
し
て
民

間
活
力
導
入
に
よ
る
事
業
を
は
じ
め
、
移
住

定
住
、
企
業
誘
致
、
宇
陀
の
魅
力
向
上
な
ど

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
Ｉ
Ｔ
先
進
国
・
教
育
先
進
国

と
し
て
世
界
の
注
目
を
集
め
る
エ
ス
ト
ニ
ア

と
、
現
地
法
人
の
人
材
育
成
企
業
を
通
じ
て
、

現
地
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
な
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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教
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す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術

革
新
が
急
速
に
進
み
、
今
の
子
ど
も
た
ち
が

社
会
に
出
る
頃
に
は
現
職
種
の
約
半
分
を
Ａ

Ｉ
が
取
っ
て
代
わ
る
か
も
し
れ
な
い
予
測
困

難
な
時
代
が
来
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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き
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く
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、
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待
つ
の
で
は
な
く
、
好
奇
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を
持
ち
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自
ら
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題
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け
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び
、
考

え
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協
力
し
て
行
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に
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目
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し
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す
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独
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び
環
境
の
整
備
に
よ
る
「
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
人
材
」
の
育
成

　
エ
ス
ト
ニ
ア
短
期
留
学
の
実
施
や
現
地
と

の
教
育
交
流
を
進
め
る
中
で
、
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
知
見
を
集
め
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
れ
を
宇
陀
モ
デ
ル
に
ア
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
陀
に
い
れ
ば
誰
も
が

そ
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
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成

　
エ
ス
ト
ニ
ア
の
最
先
端
技
術
企
業
ク
レ
ボ

ン
等
と
連
携
し
て
、
令
和
７
年
９
月
の
ロ

ボ
ッ
ト
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー
設
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
生
の
働
く

場
と
し
て
ク
レ
ボ
ン
日
本
支
社
の
誘
致
に
向

け
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
宇
陀
の
学
び
で
育
っ
た
人
材
が

起
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
伴
走
型
の

支
援
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

③
先
の
①
②
に
よ
る
教
育
・
人
材
育
成
と
産

業
の
好
循
環
に
よ
り
関
係
人
口
の
創
出
・
移

住
定
住
の
促
進
・
産
業
振
興
を
図
る

問
行
政
経
営
課
（
☎
82
・
３
６
３
２
／
IP
☎
88･

９
０
８
４
）

昨年度の取り組みの記録から

　❶❶短期留学の様子　❷❷クレボン等との基本協定
　❸❸クレボンアカデミーイメージ　❹❹短期留学の様子
  ❺❺現地プログラミング教育の様子

❸❸

❶❶

❹❹

❷❷

❺❺

北欧の国

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

令
和
５
年
７
月

エ
ス
ト
ニ
ア 

サ
ー
レ
マ
ー
市
と
教
育
分
野
を

柱
と
し
た
連
携
・
交
流
の
基
本
協
定
を
締
結

現
地
短
期
留
学
に
市
内
中
学
生
10
人
を
派
遣

 

９
月市民

を
対
象
に
短
期
留
学
報
告
会
を
開
催

11
月
・
12
月

エ
ス
ト
ニ
ア 

サ
ー
レ
マ
ー
高
校
校
長
・
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル
Ⅴ
Ｉ
Ⅴ
Ｉ
Ｔ
Ａ 

C
E
O
が
来
訪

令
和
６
年
１
月

ク
レ
ボ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
設
立
お
よ
び
ク
レ

ボ
ン
誘
致
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結

 

３
月
・
7
月

在
エ
ス
ト
ニ
ア
日
本
国
大
使
館
大
使
、
エ
ス

ト
ニ
ア 

マ
イ
ナ
ー
大
学
学
長
・
サ
ー
レ
マ
ー

高
校
校
長
が
来
訪

 

８
月  

短
期
留
学
実
施
予
定

金剛市長



特
　
　
集

花火
　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
暑
さ
を

迎
え
ま
す
。

　
夏
な
ら
で
は
の
自
然
や
行
事

に
触
れ
、
楽
し
い
思
い
出
を
た

く
さ
ん
作
り
ま
し
ょ
う
。【花火】両手の指先をすぼめて上向きに構え、順に上に上げて

手を開く（花火が打ちあがる様子）

【スイカ】両手でスイカを
持って食べるしぐさ

【ひまわり】手首をつけた両手を広げ、左から右へ大きな弧を
描いて移動する

【お盆】左手は指を揃えてまっ
すぐ立て、右手は人差し指を
伸ばして、２回上下させる

（木魚を叩く様子）

カブトムシ

お盆

第 49 回

【カブトムシ】２指を折り
曲げた右手指先を上に向け
て額に置く

スイカひまわり

問
さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原

   

（
☎
85
・
２
５
２
５
／
IP
☎
88･

９
０
６
５
）

さ
ん
と
ぴ
あ
榛
原
か
ら
の

お
知
ら
せ

～
熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
～

　
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
夏
と
言
え
ば
半

袖
や
薄
着
で
暑
さ
を
し
の
ぐ
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
、
実
際
は
夏
で
も
長
袖
を
着
る
方
が

多
い
で
す
。

　
学
生
や
子
ど
も
た
ち
も
夏
に
長
袖
の
制

服
を
選
ぶ
子
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
理

由
は
様
々
で
す
が
、
日
焼
け
防
止
や
見
た

目
を
意
識
す
る
意
見
が
あ
る
中
、
室
内
で

エ
ア
コ
ン
の
効
き
す
ぎ
で
冷
え
る
と
い
う

声
も
あ
り
ま
す
。

　
熱
中
症
対
策
で
外
出
を
控
え
る
と
い
う

方
も
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
じ
っ
と
し
て
い

た
ら
身
体
が
冷
え
る
の
で
、
使
用
を
我
慢

し
て
熱
中
症
に
と
い
う
話
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
国
立
環
境
研
究
所
の
調
査
で
は
、
年
齢

別
に
み
る
と
、
10
代
は
運
動
中
、
成
年
男

性
は
作
業
中
に
多
く
熱
中
症
を
発
症
し
て

い
る
一
方
で
、
高
齢
者
は
家
で
の
発
症
が

半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
エ
ア

コ
ン
が
あ
っ
て
も
使
用
し
て
い
な
い
方
が

多
い
た
め
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
近
く
に
い
た
ら
、
見
に
行
っ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
遠
く
に
い
る
な
ら
、

電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
、
冷
え
す
ぎ
な
い

程
度
に
冷
房
を
使
用
す
る
よ
う
に
呼
び
か

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
介
護
老
人
保
健
施
設
さ
ん
と
ぴ

あ
榛
原
で
は
、
猛
暑
期
間
だ
け
な
ど
、
短

期
間
の
入
所
が
可
能
で
す
。
要
介
護
認
定

を
受
け
ら
れ
た
高
齢
者
で
あ
り
、
自
宅
だ

と
体
調
を
維
持
し
づ
ら
い
方
、
退
院
し
て

自
宅
へ
戻
っ
た
け
れ
ど
も
リ
ハ
ビ
リ
を
続

け
た
い
方
な
ど
、
入
所
時
期
は
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

住
宅
用
太
陽
光

  

発
電
シ
ス
テ
ム

    

設
置
費
補
助
金

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
よ
る
市
内

経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

住
宅
等
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し

た
個
人
ま
た
は
事
業
者
へ
ウ
ッ
ピ
ー
商
品
券

を
交
付
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
】

・�

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
市
内
で
事
業

を
営
む
事
業
者

・�

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
の
合
計
値
が
10 

kw

未
満

【
補
助
内
容
】

・�

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
１
件
に
つ

き
、
５
万
円
分
の
ウ
ッ
ピ
ー
商
品
券
の
交
付

・�

１
つ
の
住
宅
等
に
対
し
て
、
１
回
ま
で

【
申
請
期
間
】

　
７
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

　

�

申
請
期
間
中
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 問

環
境
対
策
課

   

（
☎
82
・
２
２
０
２
／
IP
☎
88･

９
０
７
８
）

熱中症に気をつけて熱中症に気をつけて

宇
陀
市
電
気
自
動
車
等

　
普
及
促
進
事
業
補
助
金

　
市
で
は
、
二
酸
化
炭
素
等
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
、
電

気
自
動
車
等
を
購
入
さ
れ
た
個
人
ま
た
は
事
業
者
へ
ウ
ッ
ピ
ー

商
品
券
を
交
付
し
ま
す
。

【
補
助
要
件
】

・�

令
和
６
年
７
月
１
日
以
降
に
、
新
た
に
購
入
さ
れ
た
電
気
自
動

車
等
（
電
気
自
動
車
ま
た
は
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
自
動

車
）

・�

国
が
実
施
す
る
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
導
入
促
進
補
助

金
の
交
付
を
受
け
る
電
気
自
動
車
等

・�

市
内
に
駐
車
場
を
も
つ
車
両

・�

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
市
内
で
事
業
を
営
む
事
業
者

・�

災
害
時
に
避
難
所
へ
の
給
電
の
た
め
車
両
提
供
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方

※�

そ
の
他
の
要
件
に
つ
い
て
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

【
補
助
内
容
】

�・
５
万
円
分
の
ウ
ッ
ピ
ー
商
品
券

・
１
台
に
つ
き
、
１
回
ま
で

【
申
請
期
間
】

　
７
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日

　

�

先
着
順
の
た
め
、
申
請
期
間
中
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
企
画
課

   

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88･

９
０
７
４
）

学
校
給
食
費
を
無
償
化
し
ま
す
！

問
給
食
セ
ン
タ
ー
（
☎
82
・
３
７
８
４
）

　
市
は
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
発
育
・
発
達
の
重
要
な
要
素
と
な
る
「
食
」

を
全
面
的
に
支
援
し
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
、
室
生
出
身
の
Ｉ

Ｔ
企
業
の
創
立
者
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

財
源
と
し
て
、
９
月
２
学
期
か
ら
市
内
の
幼

稚
園
、
保
育
園
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
ま
す
。

　
学
校
給
食
は
、
地
域
の
伝
統
的
な
食
文
化

や
関
わ
る
人
々
へ
の
感
謝
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

の
で
き
る
「
生
き
た
教
材
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
健
康
で
健
全
な
食
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
場
産
物
を
使
用

し
た
献
立
や
食
育
の
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

～
７
つ
の
目
標(

学
校
給
食
法
よ
り)

～

①�

適
切
な
栄
養
の
摂
取
に
よ
る
健
康
の
保

持
増
進

②�

食
事
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深
め
、

健
全
な
食
生
活
を
営
む
判
断
力
や
望
ま

し
い
食
習
慣
を
養
う

③�

学
校
生
活
を
豊
か
に
し
、
明
る
い
社
交

性
と
協
同
の
精
神
を
養
う

④�

自
然
の
恩
恵
へ
の
理
解
を
深
め
、生
命
、

自
然
を
尊
重
す
る
精
神
や
環
境
の
保
全

に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う

⑤�

食
生
活
が
多
く
の
人
々
の
勤
労
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
感
謝
す
る

⑥�

国
や
地
域
の
伝
統
的
な
食
文
化
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る

⑦�

食
料
の
生
産
や
流
通
、
消
費
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
す
る

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　 2024年8月号9 8

病
院
・
あ
ん
し
ん

う
だ
チ
ャ
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